
 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・対象を観察して感じ取ったことを表現する力や伝達や目的に添った表現する力、又感じたことや

思考したものを表現する力を養います。表現形式の特性や形体・色彩・空間・構成・テーマなど

美術の要素を基礎にして美術表現の知識を学び、思考と体験を通して、自分の感じ方、見方や表

現を深めましょう。 

・美術作品や自分以外の友人の作品を鑑賞して異なる見方や表現を味わい、尊重する姿勢を持ちま

しょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情をそだて

るとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む

態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について理解を深め

ている。 

・意図に応じて表現方法を創

意工夫し、創造的に表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創意工夫、美術の働

きなどについて考え、主題を

生成し創造的に発想し構想

をねったり、価値意識をもっ

て美術や美術文化に対する

見方や感じ方を深めたりし

ている。 

主体的に美術の幅広い創造

活動に取り組もうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

鑑
賞
（オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

教科書の興味惹かれるペー

ジについて考察する。 

美術とは何かを考える。 

班で自分の意見を発表し合

い、それぞれの意見を尊重

する姿勢を養う。 

 

a:教科書から自分の好きなページ

を選び、そのページに書かれてあ

ることを要約し理解している。 

b:選んだページから感じ取ったこ

とをまとめ見方を深めるとともに

自分にとって美術はどういったも

のであるかを深めている。 

c:友達の発表を聞き、色々な考え

方に触れ、自分の考えを推敲して

いる。 

ワークシート ワ ー ク シ

ート 

ワークシー

ト 

授業観察 

絵
画
（鉛
筆
素
描 

眼
か
ら
始
ま
る
自
画
像
） 

鉛筆で明暗の付け方を学習

する 

自分の目をよく観察して表現

する。 

観察して気づいた所や感じ

たことについてワークシートに

まとめる。 

a:鉛筆を削り、線の集合で明暗の

調子を表現することを理解してい

る。 

b:目を良く観察し、目から自己の

内面につながる意識を持ち自分の

気持ちが表れるような細かな表現

をしている。 

c: 映り込んでいる世界にまでそ

の観察を広げて表現している。 

眼の表現からその周りに観察を広

げて皮膚や眉毛などを表現し主体

的に課題に取り組もうとしてい

る。 

グレースケ

ール・模写

プリント 

作品 

作品 ワークシー

ト 

授業観察 

デ
ザ
イ
ン
（美
術
フ
ァ
イ
ル
制
作
） 

絵の具の特性を知り、特性に

合った使い方をする。 

混色することにより色の変化

を感性豊かに色の練習シー

トに確かめる。 

レタリングの要素について知

り、好きな字体の美術を写

し、一画ずつ同じ色相の中で

の色のバリエーションを作っ

て美しく塗る。 

１の文字を何か物の形を使っ

てデザインし、列のアルファ

ベットやクラス番号等大きさ

や配置を考え、ファイルの表

紙をデザインする。 

a:絵の具の種類とその成分の違い

について、使用するアクリルガッ

シュ絵の具の特性を知る。美しく

塗るためにはどうすれば良いかを

理解している。 

b:個性豊かに構想を練り、文字を

デザインし、感性豊かに色を混色

して、美しく塗り上げている。 

c: ファイルに必要とされる文字

のデザイン数を増やして表紙を個

性豊かなものとし、意図に応じて

創意工夫し、見通しをもって表現

の創造活動に取り組もうとしてい

る。 

プリント 

色の練習シ

ート 

作品 

作品 ワークシー

ト 

作品 

授業観察 



２
学
期 

絵
画
（表
現
技
法
の
表
現
） 

いろいろな表現技法を和紙

に試し、貼り合わせる素材を

作成する。 

その和紙を貼り合わせ、表現

をその上から重ねることによ

り、感性豊かに葉を表現す

る。 

a:筆を使用しない表現技法を理解

している。 

b:美しい絵の具の現象を葉の表現

に生かす表現を行っている。 

c:表現技法を創意工夫し、現れた

絵の具の現象を表現に生かそうと

している。 

ワークシート

（和紙のテ

スト紙） 

 

作品 ワークシー

ト 

作品 

授業観察 

絵
画
・鑑
賞
（校
舎
風
景
を
描
く
） 

遠近感を表現する方法を知

り、線遠近法について理解す

る。 

レオナルド・ダヴィンチ最後の

晩餐を鑑賞し、作者の心情

や意図と表現の工夫などを

感じ取る。 

線遠近法を意識しながら校

舎風景を鉛筆でスケッチす

る。 

黒を使用せずに黒に近い色

を混色して作りそのグラデー

ションを別紙に作る。 

空と雲の表現を明暗の表現

に着目し表現する。 

木の表現を明暗の表現に着

目し表現する。 

アクリルガッシュで着彩する。 

友達の作品を鑑賞し、ワーク

シートを書く。 

a:（絵画）線遠近法・空気遠近法・

配置による遠近法を知り、空間表

現方法の多様性を理解している。

絵の具の混色により色の明度を下

げて影を表現することについて理

解している。 

（鑑賞）ルネッサンス期における

線遠近法の確立に至った歴史を理

解している。 

b:（絵画）線遠近法を実際に感じ

取り表現に生かそうとしている。

風景の中に明暗の調子を加え自分

が感じ取った空間を表現しようと

構想を練っている。 

（鑑賞）作者の意図や創意工夫に

ついて考え、作品の造形的なよさ

や美しさに触れ、見方や感じ方を

深めている。 

C:風景から自分が感じとったこと

を線遠近法や空気遠近法を意識し

表現の創造活動に取り組もうとし

ている。 

プリント 

グラデーシ

ョン（別紙） 

作品 

ワ ー ク シ

ート 

 

ワークシー

ト 

作品 

授業観察 



３
学
期 

絵
画
（フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
） 

コーヒーカップを持つ手の写

真から画面一杯にイメージを

広げて、鉛筆の濃淡で表現

する。 

a:フォトモンタージュの表現技法

について知り、作品を鑑賞し、絵

画の中でのイメージの広げること

について理解している。 

b:コーヒーカップに注目し、何が

入っているかイメージを広げ表現

の構想を練っている。手に注目し

その手の持ち主について自分のイ

メージを広げ創造的な表現の構想

を練っている。 

c:画面に白いところが残らないよ

うに、画面いっぱいに表現し、表

現の創造活動に取り組もうとして

いる。 

鑑賞プリント 

ワークシート 

作品 

 

ワークシー

ト 

作品 

授業観察 

３
学
期 

絵
画
（自
分
の
足
跡
か
ら
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
） 

自分の足跡を段ボールに実

物大に切り抜き、台紙の段ボ

ールにその足跡の穴が空い

た段ボールを貼り、段差の 1

段低いところの段ボールを素

材変化させる。 

自分の足跡からイメージを広

げ絵の具で表現する。 

a: 段ボールの表面素材を創意工

夫して素材を変化させることを理

解している。 

b:自分の足跡から主体的にイメー

ジを広げ、創造的な表現の構想を

練っている。 

c:美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的に主題を生み出し、構

想を練り、意図に応じて創意工夫

し、見通しをもって表現の創造活

動に取り組もうとしている。 

ワークシート 作品 ワークシー

ト 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 


